
災害リスク情報の入手方法について

静岡県



ハザードマップの調べ方（各市町HP）

インターネットで確認

下田市稲生沢地区 土砂災害・洪水ハザードマップ

下田市 ハザードマップ

下田市HPにアクセスし、該当
するハザードマップを選択



水 害 土砂災害
警戒すべき河川、浸水の程度、最寄りの避難
場所ルート

警戒すべき現象（がけ崩れ、土石流、地すべり）、
警戒区域か特別警戒区域か、最寄の避難場
所、ルート

水害・土砂災害のハザードを確認

洪水浸水想定区域図

施設及びその周辺について、水害や土砂災害の危険性を把握

土砂災害警戒区域・特別警戒区域図

＜【静岡県GIS】土砂災害情報マップ＞



土砂
災害
がけ崩れ

土石流

地すべり

長野県岡谷市湊3丁目(土石流)

水害
外水氾濫

内水氾濫

新潟県三条市 信濃川支川五十嵐川(外水氾濫)

○局所的に被害が発生

○降雨を起因として発生し、突発的に被害が
発生

○土砂と石礫が高速で移動するため、家屋の
破壊を生じ、人的被害が発生しやすい

○地震でも発生

○比較的広域に渡って被害が拡大

○河川の水位上昇に伴い、徐々に浸水域、浸水
深が増加

○破堤による外水氾濫の場合は家屋の破壊を生
じるが、内水氾濫の場合は家屋の浸水が大半

災害の
特徴

○目視による確認が比較的困難であるため、
危険性を認識しにくい

○降雨や地形、地質等の複数の要因が影響す
るため、精度の高い発生予測が困難

○川の水位等から危険性を判断しやすい

○水位を目視にて確認できるため、危険性を
認識しやすい

避難行動
に関する
特 徴

災害をイメージ（水害と土砂災害の違い）



【水害】洪水浸水想定区域の調べ方（県HP）

① 検索静岡県洪水浸想区域

河川砂防局で
水防法指定河川
の洪水浸水想定
区域図を一覧表
で整理

②河川名をクリック
稲生沢川 洪水浸水想定区域図

浸水深さ

インターネットで確認



【水害】洪水浸水想定区域の調べ方（県HP）
○確認の際は、必ず「想定最大規模（※）」の洪水浸水想定区域を確認

（※想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により浸水が想定される区域とその水深を示した図面）
〇合わせて、「家屋倒壊等氾濫想定区域（※）」も確認

（※家屋倒壊等をもたらすような氾濫の発生が想定される区域を示した図面）
（※災害対策基本法第60条３項「屋内での退避等の安全確保措置」の指示等の判断に活用）

「浸水継続時間」は、浸水が
継続する時間を示した図面

稲生沢川



【水害】洪水浸水想定区域の調べ方（県GIS）

① 検索静岡県GIS
②「洪水浸水想定区域図」を選択

「静岡県GIS」トップ画面

③「稲生沢川」を選択

想定最大を選択

インターネットで確認



【水害】地点の調べ方（県GIS）

●稲生沢川水系の洪水浸水想定区域を地図上に表示
※想定浸水範囲は透過度で色の濃淡を変更可能
●想定浸水深ごとに色分けで表示（凡例のとおり）

①「稲生沢川」を選択
②「調べたい地点の情報（名称・住所）」を入力

検索結果がサイドバーに
表示される

例：南伊豆町役場を入力

稲生沢川

地点の検索結果が地図上に
表示される



【水害】地点の想定浸水深の調べ方（県GIS）

稲生沢川の下田市役所の場合（2.22m）

地点で、マウスをクリック
（クリックすると十字マークが表示）

地点の検索結果が地図上に表示
（プロットマークが表示）

注意！
※想定浸水深（数値）は、少しでも地点がずれると大きく数値が変化します。
※想定浸水深（数値）は、「参考値」と認識ください。

① 前頁の地点の検索で位置が確定した後
② 地点の想定浸水深「参考値」を確認



【津波】津波災害警戒区域の調べ方（県GIS）

① 検索静岡県GIS

②「津波災害警戒区域」を選択

津波災害警戒区域を選択

インターネットで確認

「静岡県GIS」トップ画面



【津波】地点の調べ方（県GIS）

①津波災害警戒区域が地図上に表示（凡例は右のとおり）

下田市 ①「下田市内の津波災害警戒区域」が確認可能
②「調べたい地点の情報（名称・住所）」も検索可能



検索静岡県砂防課①県砂防課HPを検索

②土砂災害情報マップをクリック

③土砂災害警戒区域・
特別警戒区域マップをクリック

【土砂】土砂災害警戒区域の調べ方（県HP）

インターネットで確認



【土砂】土砂災害警戒区域の調べ方（県HP）

住所や名称で地域で
検索することができます

指定の詳細図面
が表示されます

選択した指定区域の
情報を表示できます

表示切替で区域の種類を
指定できます


